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令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
27
日
か
ら
３

月
26
日
ま
で
会
期
29
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
年
度
へ
向
け
て
市
長
か
ら
施
政
方
針
、
教
育
長

か
ら
教
育
方
針
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
17
名
の
議
員
に

よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
条
例
の
一
部
改
正
、
補
正
予
算
、
各
会
計

予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
27
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
等
か
ら
提
出
さ
れ
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

陳
情
１
件
は
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
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令
和
６
年
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例
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ス
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イ
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行
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開
に
つ
い
て（
要
請
︶

◆一般質問（要旨）   ……２～４面
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4
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16
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◆
会
議
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開
催
状
況
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審
議
日
程
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一般会計予算一般会計予算
355億4千万円355億4千万円

　

こ
の
度
、
令
和
６
年
３
月
８
日
、
米
軍
か
ら
オ
ス
プ
レ

イ
の
運
用
停
止
措
置
を
解
除
す
る
旨
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

が
あ
っ
た
。

　
同
日
、
日
米
共
同
で
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
中
で
、
国
は
、

日
本
国
内
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
運
用
再
開
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
日
米
間
で
緊
密
に
連
携
し
調

整
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
事
故
調
査
は
現
在

進
行
中
で
あ
り
、
特
定
の
部
品
の
不
具
合
が
発
生
し
た
こ

と
が
墜
落
事
故
を
起
こ
し
た
原
因
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
根

本
原
因
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た

こ
と
は
13
日
の
情
報
提
供
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

令
和
５
年
12
月
５
日
、
当
市
議
会
で
は
、
鹿
児
島
県
屋

久
島
沖
合
で
の
横
田
基
地
所
属
Ｃ
Ｖ–

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
墜

落
事
故
を
受
け
、
Ｃ
Ｖ–

22
オ
ス
プ
レ
イ
に
つ
い
て
安
全
性

が
確
認
さ
れ
る
ま
で
飛
行
停
止
措
置
を
講
ず
る
こ
と
、
原

因
究
明
や
再
発
防
止
を
図
る
こ
と
な
ど
を
要
請
し
た
。

　
こ
の
墜
落
事
故
を
受
け
、
基
地
周
辺
住
民
に
あ
っ
て
は
、

オ
ス
プ
レ
イ
の
安
全
性
に
対
す
る
不
安
を
更
に
募
ら
せ
て

お
り
、
今
回
の
説
明
で
は
到
底
そ
の
解
消
を
図
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

ま
た
、
当
市
議
会
で
は
、
昨
年
８
月
の
要
請
行
動
に
お

け
る「
横
田
基
地
周
辺
対
策
等
要
望
事
項
」に
お
い
て
、
度

重
な
る
事
故
及
び
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
、
徹
底
的
な
原
因
究

明
と
再
発
防
止
に
つ
い
て
米
軍
に
要
請
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
。
事
故
調
査
は
現
在
進
行
中
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
う
し
た
中
、
運
用
が
再
開
さ
れ
る
な
ど
、
極
め

て
遺
憾
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
ま
ず
は
早
急
に
、
よ
り
詳
細
な
事
故
原
因

や
安
全
対
策
、
再
発
防
止
策
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
関
係
自
治
体
に
速
や
か
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
を

要
請
す
る
。

　
令
和
６
年
３
月
15
日

　
（
提
出
先　
防
衛
大
臣
、
北
関
東
防
衛
局
長
）

▲多摩川土手沿いの桜

２月27日～３月26日  

令和6年
第1回
定例会
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今定例会では、17名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１～２問とし掲載しました。
会議録は５月下旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。
また、福生市議会ホームページにも掲載しますので、ぜひご覧ください。
なお、一般質問通告一覧は、福生市議会ホームページに掲載しています。
※録画映像を議員名左横のQRコードよりご覧いただけます。

一 般 質 問 （ 要 旨 ）「市政のここを問う」

▲福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）

加藤市政の総括について 正和会
佐藤 弘治 議員

▲第５期福生市総合計画（抜粋）

　質問　加藤市政の３期目から４期
目にかけての総括を伺う。また、５
期目への決意を伺う。
　市長　いかに市政運営を持続可能
とするかを常に考えている。平成28
年５月からの３期目では「福生市人
口ビジョン及び総合戦略」に基づき、
子育て施策を中心に定住化対策に注

力。７年連続で「共働き子育てしや
すい街ランキング」全国トップ10入
りを果たした。４期目はコロナとの
戦いになる中、特別定額給付金やプ
レミアム付商品券事業など、市民や
事業者を積極的に支援。また、生活
様式の変化に合わせ、庁内のＤＸ化
や教育のＩＣＴ化など、デジタル技

術の活用を図ってきた。現在も物価
高騰は収まる気配がなく、福生駅西
口地区市街地再開発事業や福生駅東
口地区富士見通り線整備事業は、コ
ロナの影響で道半ばの状況であり、
熟慮を重ねた結果、私自身の手でこ
の難局を突破し、福生市政を次代に
つなげていきたいと考えている。

誰もが自分らしく生きるための支援について 生活者ネットワーク
三原 智子 議員

▲男女共同参画セミナーの様子

　質問　市の性的少数者への支援と
差別しないための取り組みを伺う。
　市長　令和３年３月に策定した福
生市男女共同参画行動計画（第６期）
では、性的少数者を含め複合的に困
難を抱えやすい人たちを対象とした
相談支援や意思疎通の支援等、多
様性に配慮した支援への取り組み

と理解を深める啓発を行う旨を記し
た。令和６年１月に「ＬＧＢＴＱにつ
いて考えよう」をテーマに男女共同
参画講演会並びに男女共同参画セミ
ナーを開催。小学５年生及び中学１
年生を対象とした啓発用ガイドブッ
ク「あなたもわたしも輝いて」に令和
５年度から「多様性」を加え児童期か

ら認識が浸透するよう図った。市内
公共施設並びに駅前公衆トイレ等に
「福生市女性等悩みごと相談カード」
を設置するなど、気軽に相談できる
専門電話、ＬＩＮＥ相談などを紹介
している。性的少数者に寛容な社会
の実現に向け、引き続き知識の普及
啓発及び支援の充実に努める。

保育所等における待機児童対策について 正和会
森田 哲哉 議員

▲とうきょう すくわくプログラムシンポジウムの様子

　質問　本市が８年連続で待機児童
ゼロを成し遂げた待機児童対策と今
後の保育政策の展望を伺う。
　市長　待機児童は０歳・１歳児ク
ラスに発生しやすいため、保育園に
改修も含めた定員拡充をお願いした
ほか、定員に余裕のある園を追加し
申請するよう保護者へ助言した。今

後は保育の質の向上に向け、都や東
京大学の研究機関と連携した保育プ
ログラムの実施等に取り組んでいく。
産後ケア事業の現状について
　質問　令和５年８月の利用者負担
減免支援拡充後の利用状況や伴走型
相談支援との連携、課題等を伺う。
　市長　前年度に比べ申請者は約２

倍、産婦の３人に１人が利用。伴走
型相談支援と連携し、本事業は保健
師と面談後に支援プランを作成、助
産所や医療機関と情報共有し定期的
に支援している。利用申請件数が増
加し受入先の確保に苦慮しているこ
とから、新たな受入先を加え計５か
所で対応している。

子ども家庭支援について 正和会
山崎 貴裕 議員

　質問　子ども家庭支援センターへ
相談に来られる方や家庭以外にも支
援を必要とする方は潜在的に多いと
思われる。市民への窓口の周知方法
と今後の課題を伺う。
　市長　子ども家庭支援センターの
業務については、市広報やホーム
ページのほか、夏季休暇前に児童・

生徒へチラシを配布するなどの周知
を行っている。より包括的な相談体
制を整備するため、令和６年４月に
児童福祉機能の子ども家庭支援セン
ターと母子保健機能の子育て世代包
括支援センター等を統合し、新たに
「こども家庭センター」を設置する。
これまで以上に連携を強化し、市民

に利用してよかったと感じてもらえ
るよう、さらなる周知を図る。これ
まで相談支援は夜間対応ができない
ことが課題であったが、こども家庭
センター開所後は、水曜日の夜間に
相談を受けられる体制をとるほか、
東京都等で開設している電話やＬＩ
ＮＥ相談窓口等も活用したい。

公共施設マネジメントについて 正和会
清水 義朋 議員

　質問　公共施設の整理の話は総論
賛成、各論反対となりやすい。計画
的な「しまい方」への考え方を伺う。
　市長　本市の学校教育系施設や市
民文化・生涯学習系施設はその多く
が今後耐用年数を迎え、修繕の増加
による経費の増大と市民サービスへ
の支障が課題であり、今後は老年人

口の増加が見込まれ、バリアフリー
化などの機能付加や用途変更も考え
られるが、生産年齢人口の減少によ
る税収減少など、全施設の維持更新
は困難と予想される。本市の公共施
設マネジメントは、総量抑制の原則
に基づき在り方を検証、学校施設を
核に複合化や集約化を行う考えで、

不要となる施設の閉鎖も起こりうる。
具体的な方針や方法等は未定だが、
市民生活への影響も考えられるため、
情報共有をしっかり行い住民や利用
者等と合意を形成したい。また、余
剰となる建物・土地については方針
に基づき市や民間事業者による新た
な活用も検討していく。



　　　令和6年4月25日　　福生市議会だより　　No.237（3）

能登半島地震への支援及び市内建築物の耐震等災害対策について 正和会
小林 貢 議員

▲市庁舎で行っている災害義援金受付

　質問　能登半島地震への支援内容
と今後について伺う。
　市長　被災地への支援として、現
在は義援金の受付と職員派遣を行っ
ている。義援金の受付は街頭にて実
施したほか、市庁舎や図書館等の公
共施設にも窓口を設置。１月30日時
点で251万1763円の義援金が集まっ

た。多摩26市は、都知事からの依頼
に基づき、石川県輪島市へ職員派遣
を行っている。住家被害認定業務を
リモートで行うため職員１名を都庁
へ派遣したほか、今後も被災地の要
請や復旧状況等を見ながら、必要に
応じてできる限りの対応をしていく。
福生市立学校における教科書採択に

ついて
　質問　令和６年度実施の教科書採
択について市の所見を伺う。
　教育長　市立学校における教科書
採択は、法令に基づき福生市教育委
員会の責任と権限で行うものであり、
採択に当たり公正性と透明性を確保
し、適正な採択事務を進めていく。

新型コロナウイルスワクチン接種事業の総括について 正和会
小澤 芳輝 議員

▲ワクチン接種の様子

　質問　事業開始当初は苦労が多
かったと聞く。改善の取り組みによ
り接種率の向上に繋がったこと等を
踏まえ、その総括について伺う。
　市長　当初は国からのワクチン供
給量が少なく、長期的な供給計画が
示されなかったため、中長期的な接
種体制の構築が困難であった。加え

て、接種予約が集中し予約が取りに
くい状況が続いた。職員一丸となり
国から示される情報や、刻々と変化
する感染状況等に柔軟かつ早急に対
応し、予約体制を整え接種を希望す
る市民が早期に接種できる体制を確
保した。３回目以降の接種では65歳
以上の高齢者の予約日時指定を実施

し、予約の負担軽減を図った。また、
高齢者に対するタクシー利用助成を
行い、接種に行きやすい体制を整え
た。現在実施中の令和５年秋開始接
種の65歳以上の接種率は、多摩地域
26市中でトップであり、市民のコロ
ナウイルスへの感染予防及び重症化
予防にも寄与できたと実感している。

学校給食費無償化について 公明党
原田 剛 議員

▲学校給食の一例

　質問　市の負担による学校給食費
の無償化に至った経緯を伺う。
　市長　昨今様々な価格高騰が子育
て世帯に大きな影響を与えている中、
東京都が令和６年度より学校給食費
の保護者負担の２分の１を負担する
事業を開始する。これを受け、市の
財政全体を考慮したうえで、公費負

担を決定した。無償化は本来国の責
任と財源で対応すべきものという認
識に変更はなく、社会状況等を注視
しながら、都と連携し国に対し学校
給食費の早期無償化を要望していく。
環境への取組について
　質問　地域猫活動について伺う。
　市長　平成18年度より、福生市地

域猫モデル地区における猫の去勢・
不妊手術費助成事業実施要綱を制定
し事業を開始した。現在は、ボラン
ティアの４団体が活動している。令
和６年１月末で計1129匹に去勢・不
妊手術を行い苦情等の相談件数も減
少していることから、地域猫活動は
着実に成果が出ていると考えている。

地域振興について 公明党
堀 雄一朗 議員

▲融資制度に関するパンフレット

　質問　本市のスタートアップ支援
や創業支援拠点誘致について伺う。
　市長　市独自の取り組みとして、
創業時の初期経費を一部支援する空
き店舗活用補助事業や福生市中小企
業振興資金融資制度による開業資金
の融資等のほか、資金面以外にもセ
ミナーの開催や認定特定創業支援事

業を実施。創業支援拠点の誘致は、
東京都中小企業振興公社によると既
に多摩地域の支援体制を構築してい
るため、新たに拠点を設置する意向
はないとのことである。
高齢者福祉について
　質問　長寿ふれあい食堂推進事業
について市の所見を伺う。

　市長　令和６年度から創設する長
寿ふれあい食堂運営費補助金は、地
域の高齢者が会食を通じて交流する
場の創出を支援するもの。地域にお
ける緩やかな見守りで孤独感の解消、
また、スタッフとして参加していた
だくことで高齢者の生きがいの増進
に繫げていきたいと考えている。

長期休業中の学童クラブの昼食について 立憲民主党
市川 佳樹 議員

　質問　小学校の夏休み期間等、長
期休業中の学童クラブの昼食に係る
補助について、市の所見を伺う。
　市長　市内学童クラブでの昼食は、
基本的に保護者が作る弁当の持参を
お願いしているが、保護者の負担を
軽減するため、市内全ての学童クラ
ブにおいて、希望者に対しあらかじ

め学童クラブ側で選定した外部の業
者に弁当を配送してもらう形で昼食
を提供する体制をとっている。令和
６年２月現在、学童クラブの入所児
童は全児童の25パーセントであり、
さらにその中の長期休業中に学童ク
ラブで昼食を注文する家庭への補助
を行うとすると、対象世帯が限定的

なものとなり、学童クラブへ通って
いない家庭や昼食を注文せずに弁当
を持参している家庭との公平性が保
てないものと考える。従って、現時
点では学童クラブの用意する昼食提
供サービスを利用する際には、各家
庭で費用をご負担いただきたいと考
えている。

ドクターヘリ（救急医療用ヘリコプター）について 正和会
幡垣 正生 議員

▲ふっさ子育てまるとくカードリニューアルのお知らせ

　質問　ドクターヘリ運航開始から
約２年経過した現在の状況は。
　市長　福生市は、東京都とドクター
ヘリに関する協定を締結しており、
ドクターヘリ運航時に救急患者を引
き継ぐランデブーポイントとして市
内３か所の施設を提供している。市
内のランデブーポイントにドクター

ヘリが着陸した回数は、令和４年度
は12回、令和５年度は２月16日まで
で９回あった。
子育て支援カード事業について
　質問　事業の見直し内容を伺う。
　市長　本事業は開始から14年以上
が経過。令和６年３月から新たに子
育て支援カードの電子化と専用ウェ

ブサイトを開設する。登録申請がス
マートフォン等ででき、各世帯で複
数カードを作れるなど市民の利便性
向上につながることや事務処理の効
率化、さらに専用サイトで簡単に店
舗検索や店のＰＲもできるようにな
るため、市民、協賛店、行政の三者
共に大きなメリットになると考える。
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学校給食費無償化実施について 日本共産党
伊藤 広美 議員

▲学校給食の一例

　質問　学校給食費無償化が実現で
きたことを歓迎するとともに、国がい
まだ無償化を実施していない段階で
実施を決断した理由について伺う。
　市長　学校給食費無償化は国の責
任と財源において行うべきものであ
るとの考えに変わりはないが、物価
高騰の継続が子育て世帯に多大な影

響を与えていると認識している。東
京都が令和６年度から学校給食費の
保護者負担の２分の１を負担する事
業を開始する。市の財政全体を考慮
したうえで、全額公費負担を実施す
る。今後も都と連携し国に対し学校
給食費の早期無償化を要望していく。
　質問　国が学校給食費無償化を実

施するまでの間、補助制度の充実等を
都に要望することに対する考えは。
　教育部長　都へはこれまで東京都
市長会や東京都市教育長会を通じ、
国に対する無償化の実施、都に対す
る独自の助成制度の創設を要望して
きた。今後も引き続き国に対し無償化
や制度の拡充等要望を行っていく。

公共施設等の泡消火剤について 公明党
青木 健 議員

▲PFOSを含有していない泡消火設備

　質問　令和５年12月、町田市の市
営駐車場で何者かにより消火設備が
起動され、PFOS（有機フッ素化合物）
が含まれた泡消火剤が近くの川に漏
出、川の水から国の目標値を上回る
値が検出された。これを受け東京都
が調査したところ、所有する30施設
で有害性が指摘される物質を含む消

火剤の設置が明らかになった。本市
における公共施設等の泡消火剤の現
状と今後の対応について伺う。
　市長　日本では平成22年４月から
PFOSを含有した製品の製造・使用
等が事実上禁止されている。市が管
理する施設では、車両などの油火災
は水では十分な消火効果が得られな

い、あるいはかえって火災を拡大さ
せる恐れがあるため、市庁舎の地下
駐車場に泡消火剤を使用している
が、PFOSは含有していないことを
確認している。また、その他の施設
で泡消火剤は使用していない。今後
もPFOSの規制については、国等の
動向を注視し、適正に対応する。

各種予防接種費用助成について 公明党
川﨑 善友 議員

　質問　令和５年秋からインフルエ
ンザが猛威を奮い、多くの市内小・
中学校で学級閉鎖や学年閉鎖となっ
た。子どもたちの健康を守るため、小
児インフルエンザ予防接種費用助成
をすべきと考えるが、所見を伺う。
　市長　子どもへのインフルエンザ
予防接種は、定期接種化はされてお

らず任意接種のため、現時点では費
用助成の予定はない。引き続き、子
育て支援施策の中での優先順位を見
極めながら、他の自治体の動向等も
注視していく。
福生市立学校の日本語指導の取組に
ついて
　質問　外国人住民の児童・生徒に

対する日本語指導の取り組みは。
　教育長　福生第一小学校及び第二
中学校に日本語学級を設置し、必要
な学習言語能力を身につける指導を
行っている。通常学級では、スクー
ル・アシスタント・ティーチャーを
配置し、日本語を十分に話せない児
童・生徒への学習支援を行っている。

福祉バスについて 正和会
仲間 正司 議員

▲たなばた号出発式の様子

　質問　令和６年１月９日から、福
祉バスのコースが３コースに増え、
バス停も86か所となり利用者の利便
性が向上しているが、この改正に
至った経緯及び福祉バス改正後の状
況について伺う。また、アンケート
では、利便性について意見があった
が、それらの解消はされたのか伺う。

　市長　令和３年度に実施したアン
ケートでは、運行本数増加や逆回りの
導入等、改善を求める意見があり、
令和３年度から４年度にかけて、ア
ンケートにおける課題等について検
討を行った。令和５年度に既存２コー
スのルートや時刻の調整、アンケー
トのご意見への対応を行い、利便性

の向上等を図るため、牛浜駅東口や中
央図書館をルートに加えた中央コー
スたなばた号を導入した。新コース
導入直後の１か月間の利用状況は、
３コースを合わせて約8200人で、１
日当たり約280人が利用し、今後も利
用者の増加を見込んでいる。引き続
き周知と安全運行に努めていく。

米軍横田基地について 日本共産党
市毛 雅大 議員

▲CV−22オスプレイ

　質問　事故原因の調査状況や新情
報等について市の対応を含めて伺う。
　市長　米軍オスプレイの捜索・回
収活動については、本年１月12日を
もって終了したと情報提供があっ
た。第21特殊作戦中隊に対して、引
き続きＣＶ−22の飛行運用停止措置
がとられている。２月21日には米空

軍特殊作戦コマンドが現時点におい
て発生した物質的不具合は判明して
いるが、その原因は特定されていな
いと公表した。改めて防衛省北関東
防衛局に確認したところ、米側との
間で引き続き事故の状況や安全対策
等について確認作業を行っており、
飛行の安全確保は、日米共通の最優

先事項であるとの回答があった。本
市では、今回の事故によって市民が
感じている不安を少しでも払拭でき
るよう、事故の原因等について迅速
かつ正確な情報提供を国及び米軍に
対して引き続き強く求めるととも
に、東京都や横田基地周辺自治体と
も連携して対応していく。

福生市の英語教育の取組について 日本維新の会
西尾 壽々斗 議員

▲東京グローバルゲートウェイ・グリーンスプリングスでの学習の様子

　質問　本市が実施してきた小・中
学生への英語教育の成果や影響、ま
た、今後の展望や新たな取り組み、
施策について伺う。
　教育長　グローバル化が進展する
中で英語によるコミュニケーション
能力を育むことは極めて重要であ
る。本市では、令和４年３月に福生

市英語教育推進計画第２次を策定
し、ＡＬＴの中学校常駐配置、小学
校第５学年及び中学校第２学年の全
児童・生徒を対象とした東京グロー
バルゲートウェイ・グリーンスプリ
ングスへの公費参加、英語４技能検
定ＧＴＥＣへの公費受験など小・中
学校の英語教育充実に向けた取り組

みを推進している。これらの取り組
みにより、令和５年度ＧＴＥＣの結
果では本市の平均スコアが全国平均
を上回るなど、一定の成果につな
がったと捉えている。今後、教員の
英語力と英語指導力を一層向上させ
るため各校に英語教育専門家を派遣
するなど、英語教育を推進していく。



　　　令和6年4月25日　　福生市議会だより　　No.237（5）

ご利用ください！ 市議会インターネット中継

◆配信内容　
　本会議のライブ映像と録画映像
◆利用方法
　福生市公式ホームページ 「福生市議会」よりアクセス　　

ケーブルテレビ
による
議会中継

　パソコンのほか、スマートフォン、タブレット端末でも視聴できます。
　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見られ、より身近に議会を感じていただ
けます。ぜひご利用ください。

多摩ケーブルネットワークでも
本会議の生中継を放映します。
ぜひご覧ください。

　音訳ボランティア「福生いとでんわ」により、市議会だよりの
音訳をデイジー方式のＣＤにして、視覚障害者（1·2級）の方にお
届けしています。　
　ご家族やお知り合いで、ご希望の方がいらっしゃいましたら、
ご連絡ください。

「声の市議会だより」をお届けしています

　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用
具として給付を受けられます。

議会事務局 ☎042-551-1523
福生市議会

インターネット中継

2億6,275万円(0.7％）

■令和6年度　一般会計予算の款別内訳 （）内の数字は合計に占める割合

令和6年度 令和5年度歳 入 歳 出

農林水産業費
予備費

国有提供施設等
所在市町村
助成交付金

法人事業税交付金
地方譲与税
繰越金
分担金及び負担金
株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金
環境性能割交付金
財産収入
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
寄附金
自動車取得税交付金 歳入合計　355億4,000万円 歳出合計　355億4,000万円

繰 入 金

市　　税

国庫支出金

都支出金

地方交付税

基地交付金

地方消費税交付金

市　　債

使用料及び手数料

地方特例交付金

諸 収 入

そ の 他

民 生 費

諸支出金

教 育 費

総 務 費

衛 生 費

土 木 費

消 防 費

公 債 費

議 会 費

商 工 費

そ の 他

82億9,410万円(23.3％）

78億3,866万円(22.1％）

61億7,217万円(17.4％）

41億9,161万円(11.8％）

31億889万円(8.8％）

3億8,948万円(1.1％）

17億4,388万円(4.9％）

13億2,600万円(3.7％）

2億8,252万円(0.8％）

7億2,194万円(2.0％）

12億800万円(3.4％）

137億1,118万円(38.6％）

71億3,394万円(20.1％）

37億1,910万円(10.5％）

44億9,624万円(12.7％）

16億1,651万円(4.5％）

9億7,112万円(2.7％）

25億441万円(7.0％）

2億6,458万円(0.7％）

6億9,562万円(2.0％）

3億79万円(0.8％）

1億2,651万円(0.4％）

〜〜

■令和６年度　各会計別予算規模 （人口R6.1.1現在56,512人）
会計区分 令和６年度予算 前年比（単位:％）市民1人当たりの額

一 般 会 計 355億4,000万円 30.3 62万8,893円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 67億1,262万3千円  0.0 11万8,782円
介護保険特別会計 54億5,370万4千円 3.0 9万6,505円
後期高齢者医療特別会計 15億6,694万円 6.4 2万7,728円

総 合 計 492億7,326万7千円 20.9 87万1,908円

■下水道事業会計
収　入 支　出

収 益 的 収 支 15億8,104万8千円 13億7,339万7千円

資 本 的 収 支 7億8,013万1千円 13億5,356万7千円
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組
む
一
方
で
、公
共
施
設

管
理
と
整
備
に
係
る
基
金
の

統
合
や
子
育
て
支
援
の
さ
ら

な
る
充
実
、災
害
対
策
、Ｄ
Ｘ

の
推
進
、学
校
給
食
費
全
額

の
公
費
負
担
な
ど
の
経
費
を

盛
り
込
ん
だ
。

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
︶

推
進
に
つ
い
て

　
　
令
和
６
年
度
の
推
進
内

容
を
伺
う
。

　
　

予
算
額
は
前
年
度
比

59
・
４
％
増
の
合
計
８
８
６

問答問答

　
　
事
業
内
容
を
伺
う
。

　
　

こ
の
事
業
は
、障
害
者

が
地
域
で
自
立
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
各
種
助
成
や
給
付

を
行
う
も
の
で
あ
る
。具
体

的
に
は
、日
常
生
活
の
利
便

性
と
範
囲
の
拡
大
を
図
る
タ

ク
シ
ー
費
用
助
成
費
や
自
動

車
ガ
ソ
リ
ン
費
用
に
係
る
助

成
、家
賃
の
一
部
補
助
を
行

う
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

家
賃
助
成
、身
体
障
害
者
手

帳
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
中

等
度
難
聴
児
に
対
し
て
言
語

や
生
活
能
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
を
図
る

た
め
の
中
等
度
難
聴
児
補
聴

器
購
入
費
助
成
な
ど
が
あ
る
。

が
ん
検
診
事
業
に
つ
い
て

　
　
令
和
６
年
度
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

　
　

希
望
の
多
い
胃
が
ん
、

肺
が
ん
検
診
の
定
員
数
を
40

問答問答

名
増
、集
団
検
診
の
希
望
が

多
い
乳
が
ん
、子
宮
頸
が
ん

検
診
は
、個
別
検
診
を
減
ら

し
て
集
団
検
診
の
定
員
数
を

64
名
に
増
や
す
等
、希
望
者

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
受
診

者
数
増
に
取
り
組
む
。啓
発

に
つ
い
て
は
、広
報
に
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
す
ぐ
申

し
込
み
で
き
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、利
用
者
に
と
っ
て
よ

り
申
請
し
や
す
い
よ
う
に
手

続
方
法
の
一
部
を
変
更
す
る
。

保
育
所
運
営
事
業に

つ
い
て

　
　
保
育
士
の
安
定
的
確
保

の
た
め
の
支
援
を
伺
う
。　

　
　
保
育
士
の
処
遇
改
善
が

重
要
と
考
え
、国
の
賃
上
げ

目
標
５
・
２
％
を
反
映
し
た

予
算
と
す
る
ほ
か
、こ
れ
ま

で
実
施
中
の
処
遇
改
善
加
算

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
予
算

問答

計
上
し
て
い
る
。ま
た
、都
が

実
施
し
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
事
業
や
市
独
自
の
基
準

で
の
様
々
な
給
付
な
ど
に
よ

り
、確
実
に
処
遇
は
向
上
し

て
い
る
。そ
の
ほ
か
、保
育
士

宿
舎
借
り
上
げ
支
援
事
業
補

助
金
60
万
９
千
円
も
計
上
し

て
い
る
。

熊
川
駅
等
バ
リ
ア
フ
リ
ー

整
備
事
業
に
つ
い
て

　
　
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況

と
令
和
６
年
度
の
予
定
を
伺

う
。

　
　
熊
川
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
必
要
と
な
る
用
地
の
買

収
に
向
け
た
測
量
と
不
動
産

鑑
定
を
行
い
、現
在
、福
生
市

土
地
開
発
公
社
に
よ
る
先
行

取
得
の
形
で
、土
地
所
有
者

と
の
売
買
契
約
、所
有
者
移

転
登
記
の
手
続
き
を
行
っ
て

い
る
。令
和
６
年
度
は
、公
社

問答

が
取
得
し
た
用
地
を
市
が
買

い
戻
し
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
、駅
前
に
バ
リ
ア
フ
リ

ー
ト
イ
レ
の
新
設
及
び
車
寄

せ
を
設
置
す
る
た
め
の
設
計

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

水
泳
指
導
外
部
委
託
料
に

つ
い
て

　
　
モ
デ
ル
事
業
の
内
容
を

伺
う
。

　
　

令
和
６
年
度
は
、福
生

第
六
小
学
校
及
び
第
三
中
学

校
で
実
施
。主
な
内
容
は
①

気
温
の
高
い
時
期
だ
け
で
は

な
く
、年
間
を
通
じ
て
実
施

す
る
上
で
の
課
題
の
調
査
、

②
プ
ー
ル
運
営
会
社
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
教
員
に
よ

る
指
導
、③
民
間
プ
ー
ル
施

設
ま
で
の
移
動
の
在
り
方
。

こ
れ
ら
を
検
証
の
上
、全
校

の
実
施
に
向
け
て
の
可
否
を

検
討
す
る
。

問答

７
万
８
千
円
で
、主
な
推
進

内
容
は
、デ
ジ
タ
ル
庁
提
供

の
サ
ー
ビ
ス「
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
」の
利
用
開
始
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

促
進
、行
政
手
続
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
、Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の

利
用
促
進
、デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
対
策
、Ｂ
Ｐ
Ｒ
の
取
り

組
み
の
徹
底
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
の
推
進
等
で
様
々
な

業
務
の
効
率
化
と
市
民
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
つ
い
て

　
　
令
和
６
年
度
の
庁
舎
改

修
事
業
の
内
容
を
伺
う
。

　
　

予
定
と
し
て
は
、公
募

型
プ
ロ
ボ
ー
ザ
ル
方
式
で
決

定
し
た
事
業
者
と
協
定
を
締

結
し
、６
月
議
会
に
契
約
に

つ
い
て
上
程
す
る
。承
認
さ

れ
た
場
合
の
工
事
完
了
予
定

は
、令
和
７
年
３
月
末
で
あ

る
。市
と
し
て
の
予
算
上
限

額
は
８
億
７
千
万
円
と
し
、

必
須
改
修
項
目
は
、空
調
設

問答

一
般
会
計
予
算
を
４
日
間
集
中
審
査
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議案の審議結果 （〇賛成　×反対） 録画映像をご覧いただけます
※1名欠席

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会

議案番号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 生活者 
ネットワーク 立憲民主党 日本維新の会 議決結果

市　長　提　出　議　案
報告第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度福生市一般会計補正予算（第８号）） ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 承認
議案第１号 福生市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する条例 ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第２号 福生市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 ○○※ ○○ × ○○ ○○ × 可決
議案第３号 福生市非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例　　○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ × 可決
議案第４号 福生市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例　　○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ × 可決
議案第５号 福生市の一般職の職員の給与の臨時特例に関する条例の一部を改正する条例　　 ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第６号 福生市学校給食条例の一部を改正する条例　　 ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第７号 福生市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例 ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第８号 福生市介護保険条例の一部を改正する条例 ○○※ ○○ × ○○ ○○ ○○ 可決

議案第９号 福生市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例 ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第10号 福生市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○○※ ○○ × ○○ ○○ ○○ 可決
議案第11号 福生市営住宅条例の一部を改正する条例 ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第12号 福生市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第13号 福生市まちづくり施設整備基金条例 ○○※ ○○ × ○○ ○○ ○○ 可決
議案第14号 福生市こども家庭センター条例 ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第15号 福生市学校給食運営基金条例を廃止する条例　　 ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第16号 東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約について ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第17号 令和５年度福生市一般会計補正予算（第９号） ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第18号 令和５年度福生市一般会計補正予算（第10号） ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第19号 令和５年度福生市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第20号 令和６年度福生市一般会計予算 ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第21号 令和６年度福生市国民健康保険特別会計予算 ○○※ ○○ × ○○ ○○ ○○ 可決
議案第22号 令和６年度福生市介護保険特別会計予算 ○○※ ○○ × ○○ ○○ ○○ 可決
議案第23号 令和６年度福生市後期高齢者医療特別会計予算 ○○※ ○○ × ○○ ○○ ○○ 可決
議案第24号 令和６年度福生市下水道事業会計予算 ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第25号 令和５年度福生市一般会計補正予算（第11号） ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第26号 福生市教育長の任命について ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て（
令
和
５

年
度
福
生
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
８
号
））

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

１
億
４
９
０
０
万
円
を
追
加
、

総
額
を
３
２
２
億
１
７
５
９

万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
、

市
長
が
専
決
処
分
し
た
も
の
。

●
福
生
市
長
等
の
損
害
賠
償

責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
地
方
自
治
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
引
用
規
定
を
整

理
す
る
も
の
。

●
福
生
市
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

額
を
改
定
す
る
も
の
。

●
福
生
市
非
常
勤
の
特
別
職

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
予
防
接
種
医
、
学
校
医
等

の
報
酬
額
を
改
定
す
る
も
の
。

●
福
生
市
会
計
年
度
任
用
職

員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤

勉
手
当
に
関
す
る
規
定
を
整

備
す
る
も
の
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
管
理
職
職
員
の
給
料
を
減

額
す
る
期
間
を
令
和
６
年
度

ま
で
延
長
す
る
も
の
。

●
福
生
市
学
校
給
食
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
学
校
給
食
費
の
全
額
公
費

負
担
に
当
た
り
、
徴
収
に
関

す
る
特
例
を
定
め
る
も
の
。

●
福
生
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
施
設
の
運
営
に
関
す
る
重

要
事
項
の
掲
示
等
に
係
る
規

定
を
改
め
る
も
の
。

●
福
生
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
６
年
度
か
ら
８
年
度

ま
で
の
各
年
度
の
保
険
料
率

の
額
を
定
め
る
も
の
。

●
福
生
市
指
定
介
護
予
防
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支

援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

関
係
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
法
定
外
一
般
会
計
繰
入
金

の
段
階
的
な
解
消
へ
向
け
、

税
率
等
を
改
定
す
る
も
の
。

●
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
一
部
改
正

等
に
伴
い
、
引
用
規
定
を
整

理
す
る
も
の
。

●
福
生
市
下
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
引
用
規
定
を
整
理

す
る
も
の
。

●
福
生
市
ま
ち
づ
く
り
施
設

整
備
基
金
条
例

　
福
生
市
庁
舎
維
持
管
理
基

金
な
ど
３
基
金
を
整
理
統
合

す
る
も
の
。

●
福
生
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
条
例

　
同
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

●
福
生
市
学
校
給
食
運
営
基

金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
給
食
用
物
資
の
確
保
に
要

す
る
資
金
に
充
当
す
る
基
金

に
つ
い
て
定
め
た
条
例
を
廃

止
す
る
も
の
。

●
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
一
部
を
変

更
す
る
規
約
に
つ
い
て

　
令
和
６
、
７
年
度
に
お
い

て
も
一
部
経
費
を
一
般
財
源

か
ら
負
担
す
る
こ
と
に
伴
い
、

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
も

の
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

　
福
生
第
四
小
学
校
空
調
設

備
等
改
良
事
業
の
債
務
負
担

行
為
を
補
正
す
る
も
の
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
７
０
３
万
２
千
円
を
追
加
、

３
２
２
億
４
４
６
２
万
８
千

円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
６
４
７
万
２
千
円
を
追
加
、

14
億
９
８
５
９
万
７
千
円
と

す
る
も
の
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
一
般

会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

３
５
５
億
４
千
万
円
と
す
る

も
の
。
３
基
金
の
統
合
を
含

む
た
め
前
年
度
比
82
億
６
千

万
円
、
30
・
３
％
の
大
幅
増

で
、
３
年
連
続
で
過
去
最
大
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

67
億
１
２
６
２
万
３
千
円
と

す
る
も
の
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

54
億
５
３
７
０
万
４
千
円
と

す
る
も
の
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

15
億
６
６
９
４
万
円
と
す
る

も
の
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
予
算

　
収
益
的
収
支
の
収
入
を
15

億
８
１
０
４
万
８
千
円
、
支

出
を
13
億
７
３
３
９
万
７
千

円
、
資
本
的
収
支
の
収
入
を

７
億
８
０
１
３
万
１
千
円
、

支
出
を
13
億
５
３
５
６
万
７

千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（

第
11
号）

　
戸
籍
事
務
、
住
民
基
本
台

帳
事
務
、
証
明
書
等
コ
ン
ビ

ニ
交
付
事
務
及
び
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
の
４
事
業
を
令
和
６
年

度
へ
繰
り
越
す
た
め
、
繰
越

明
許
費
を
定
め
る
も
の
。

●
福
生
市
教
育
長
の
任
命
に

つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き

続
き
、
石
田
周
氏
を
教
育
長

と
し
て
再
任
す
る
こ
と
に
同

意
す
る
も
の
。

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）



　　　令和6年4月25日　　福生市議会だより　　No.237（7）

　
３
月
12
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、３
件
の
議
案
を
審

査
し
、原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
陳
情
１
件
は
、

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

●
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
木
造
市
営
住
宅
の
取
り

壊
し
の
見
通
し
を
伺
う
。

　
　
第
一
市
営
住
宅
１
軒
を

予
定
し
て
い
る
。そ
の
他
は
、

移
転
交
渉
を
続
け
る
。

●
福
生
市
下
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
質
疑
な
し
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
予
算

　
　
料
金
改
定
の
影
響
と
基

地
水
の
見
通
し
を
伺
う
。

　
　

使
用
料
全
体
で
は
５
・

５
％
の
増
を
見
込
む
、基
地

水
は
平
成
28
年
度
か
ら
老
朽

化
し
た
汚
水
管
へ
の
雨
水
流

入
防
止
工
事
な
ど
が
行
わ
れ

問答問答

査
し
、原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
特
定
保
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　
各
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
閲
覧
で
き
る
ペ
ー
ジ

を
設
け
る
と
の
こ
と
だ
が
、

施
設
が
運
営
す
る
ブ
ロ
グ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
掲
載
す
る
形
で

も
よ
い
か
。

　
　
ブ
ロ
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の

掲
載
に
つ
い
て
は
、
記
事
等

が
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

保
護
者
等
が
容
易
に
閲
覧
で

き
な
い
な
ど
の
ケ
ー
ス
に
お

い
て
は
、
適
当
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

●
福
生
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
介
護
保
険
料
の
改
定
に

あ
た
り
、
介
護
給
付
費
準
備

基
金
の
取
り
崩
し
予
定
額
を

伺
う
。

　
　
３
年
間
で
合
計
５
億
６

千
万
円
、
令
和
５
年
度
末
の

基
金
残
高
見
込
み
額
に
対
し

約
６
割
を
取
り
崩
す
予
定
で

あ
る
。

●
福
生
市
指
定
介
護
予
防
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支

援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
　
身
体
拘
束
等
の
適
正
化

に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度
か

ら
の
義
務
化
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

問答問答問

て
お
り
、減
少
傾
向
を
想
定

し
て
い
る
。

　
　
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
配

布
事
業
、下
水
道
施
設
見
学

会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

現
在
、カ
ー
ド
は
品
切

れ
と
な
っ
て
い
る
が
、配
布

体
制
が
整
い
次
第
案
内
す
る
。

施
設
見
学
会
は
、小
平
市
の

ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
を
予
定

し
て
い
る
。

　
　
事
業
計
画
変
更
認
可
申

請
書
作
成
委
託
、浸
水
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
委
託
の
内
容

を
伺
う
。

　
　
公
共
下
水
道
事
業
計
画

を
５
年
間
延
伸
す
る
の
に
必

要
な
業
務
と
申
請
書
作
成
を

行
い
、浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
委
託
で
は
、雨
水
管
渠

更
生
と
新
設
の
た
め
、豪
雨

時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
。

市
民
厚
生
委
員
会

　
３
月
13
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、10
件
の
議
案
を
審

問答問答

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

●
令
和
６
年
度
福
生
市
一
般
会
計
予
算

賛
成

　

基
金
統
合
に
よ
る「
ま
ち
づ
く
り
施
設
整
備
基
金
」約
68
億
円
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
公
共
施
設
整
備
等
を
円
滑
に
、
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
の
備
え

と
し
た
基
金
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
等
の
福
祉
施
設
の
設
置
や
学
校
給
食
費
の
無
償
化
な

ど
を
実
行
に
移
す
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　
学
校
給
食
費
全
額
公
費
負
担
は
、
本
来
は
法
改
正
を
行
い
国
が
進
め
る
べ
き

も
の
だ
が
、
市
長
の
大
き
な
決
断
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
感
謝
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
変
化
す
る
市
民
生
活
や
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
改
修
や
教
育
の
充
実
及
び
諸
課
題

を
前
進
さ
せ
る
た
め
の
新
規
事
業
や
改
善
事
業
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
予
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成

　

過
去
最
大
の
予
算
規
模
と
な
っ
た
が
、
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
更
新
、

Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
導
入
、
ノ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル
・
文
字
起
こ
し
シ
ス
テ
ム
の
導

入
な
ど
、
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）に
係
る
事
業
が

多
く
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
事
業
の
効
率
化
な
ど
、

行
政
改
革
推
進
の
取
り
組
み
を
確
認
で
き
た
。

　
ま
た
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
、
特
性
の
あ
る
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
が
、
住
ん
で
い
る
地
域
で
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
大
い
に

期
待
す
る
。

　
学
校
給
食
費
の
全
額
公
費
負
担
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

軽
減
に
資
す
る
も
の
と
評
価
す
る
。

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
予
算
編
成
で
あ
る

と
高
く
評
価
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成

　
福
生
駅
西
口
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
実
際
の
建
設
と
な
れ
ば
何
十
億
円
と

い
う
予
算
が
つ
ぎ
込
ま
れ
る
た
め
、
本
当
に
市
民
が
待
ち
望
ん
で
い
る
事
業
な

の
か
一
度
し
っ
か
り
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
の
将
来
像
に
つ
い
て
と
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
、
公
共
施

設
の
床
面
積
を
20
％
削
減
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
公
共
施
設
の
大
き
な

割
合
を
占
め
て
い
る
学
校
施
設
に
手
を
か
け
な
け
れ
ば
目
標
は
達
成
し
得
ず
、

人
口
減
少
と
い
う
悲
観
的
な
将
来
予
想
で
な
く
、
子
ど
も
が
減
ら
な
い
未
来
を

本
気
で
作
る
必
要
が
あ
る
。

　
指
摘
事
項
は
あ
る
が
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
と
い
う
大
き
な
前
進
を
決
断

し
た
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成

　
「
長
寿
ふ
れ
あ
い
食
堂
」の
運
営
に
要
す
る
補
助
金
の
創
設
や「
こ
ど
も
食
堂
」

を
運
営
す
る
団
体
へ
の
補
助
金
の
増
額
、
プ
レ
イ
パ
ー
ク
の
委
託
に
か
か
る
予

算
の
増
額
な
ど
、
市
民
活
動
を
支
え
る
こ
と
に
よ
り
地
域
に
活
力
が
生
ま
れ
、

一
人
ひ
と
り
の
充
実
感
に
つ
な
が
る
と
評
価
し
、
期
待
す
る
。

　
教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
小
・
中
学
校
の
水
泳
指
導
の
外
部
委
託
化
の
検
証

や
部
活
動
の
地
域
連
携
・
地
域
移
行
に
向
け
た
検
討
委
員
会
の
設
置
な
ど
、
新

た
な
取
り
組
み
に
加
え
、
教
育
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
な
ど
を
確
認
し
た
。

　
様
々
な
行
政
課
題
へ
の
対
応
や
効
率
的
な
業
務
執
行
体
制
の
整
備
の
た
め
に

行
っ
た
組
織
改
正
に
つ
い
て
も
確
認
し
た
こ
と
か
ら
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成

　
学
校
給
食
費
無
償
化
は
東
京
都
が
半
額
を
補
助
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
少
な

く
と
も
同
額
の
約
８
７
０
０
円
を
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
本
気
で
子
育
て

を
支
援
し
て
い
く
と
い
う
思
い
を
実
感
し
た
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
バ
ー

ス
デ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
は
、
ギ
フ
ト
券
の
贈
呈
額
を
拡
充
す
る
な
ど
、
子
育

て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
大
い
に
評
価
す
る
。

　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
防
災
対
策
の
強
化
を
は
じ
め
、
各
種
観
光
施
策
へ
の
支
援
な
ど
、

効
果
的
な
予
算
が
多
く
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
本
予

算
に
賛
成
す
る
。

賛
成

　
新
規
事
業
や
改
善
事
業
等
を
精
査
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
継
続
事
業
に
つ

い
て
も
内
容
に
つ
い
て
確
認
で
き
た
。

　
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
の
中
で
、
多
く
の
市
民
か
ら
要
望
さ

れ
て
い
た
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
子
ど
も
た
ち

に
寄
り
添
う
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
確
認
で
き
た
。

　
教
育
行
政
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
自
立
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
確
認

で
き
た
。
特
に
英
語
教
育
に
つ
い
て
、
内
容
を
詳
し
く
確
認
し
、
重
要
性
を
改

め
て
共
有
で
き
た
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

　
そ
の
ほ
か
次
の
議
案
等
に
対
し
て
も
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

●
福
生
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
福
生
市
ま
ち
づ
く
り
施
設
整
備
基
金
条
例

●
令
和
６
年
度
福
生
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

●
令
和
６
年
度
福
生
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

●
令
和
６
年
度
福
生
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

●「
脱
原
発
・
脱
炭
素
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
向
け

た
政
策
を
加
速
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」提
出
を
求
め
る
陳
情
書

討　
論

討　
論

　
結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
不
採
択

○「
脱
原
発
・
脱
炭
素
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
向
け
た
政
策
を
加
速
す
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
」提
出
を
求
め
る
陳
情
書（
５-

14
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
の
経
過
か
ら
も
、
脱
原
発
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
力
目
標
80
％
は
現
実
的
な
目
標
と
は
認
め

が
た
く
、
コ
ス
ト
や
地
域
の
共
生
な
ど
で
も
課
題
が
あ

る
。
ま
た
、発
電
と
送
配
電
の
所
有
権
分
離
に
つ
い
て
は
、

電
力
の
安
定
供
給
の
リ
ス
ク
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
意
に

沿
い
難
い
。

陳
　
情

陳
　
情

行政視察報告 今後の議会運営の参考にするため実施した先進市視察について報告します。
視察報告書の全文を市議会ホームページに掲載しています。
※右のＱＲコードよりご覧いただけます。

議場等の音響、映像及び放送設備について
令和６年１月15日㈪ 府中市議会 / 令和６年2月８日㈭ 稲城市議会、清瀬市議会
　議場放送設備の更新を検討しているため、視察を行った。
１．府中市議会では、令和５年８月より新庁舎となったことに合わせて放送設備の更新が
行われた。本会議に加えて、全ての委員会において映像配信（ライブ、録画）が開始された。
２．稲城市議会では、令和３年４月のリース期間の終了に伴い放送設備の更新が行われた。
議場、委員会室ともに映像配信（ライブ、録画）が行われている。
３．清瀬市議会も令和３年５月の新庁舎開庁に合わせ放送設備を更新、議場及び委員会室
から映像配信を行っている。高齢者用スピーカーや補助拡声用スピーカーの設置、親子傍
聴席を配置するなど、市民に開かれた議会となるよう配慮されていたこと等参考になった。

議会運営委員会

　
　
短
期
入
所
系
サ
ー
ビ
ス

及
び
多
機
能
系
サ
ー
ビ
ス
に

お
い
て
、
身
体
拘
束
等
の
適

正
化
の
た
め
の
措
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
る
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
に
お
け
る
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
、

改
正
内
容
を
周
知
し
て
い
き

た
い
。

●
福
生
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
　
保
険
税
率
の
改
定
を
実

施
し
た
こ
と
に
よ
る
影
響
額

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
令
和
５
年
12
月
末
時
点

に
お
け
る
被
保
険
者
数
、
総

所
得
額
を
基
に
改
定
前
の
税

率
と
改
定
後
の
税
率
で
試
算

し
比
較
す
る
と
、
６
千
万
円

ほ
ど
の
増
額
と
見
込
ん
で
い

る
。

●
福
生
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
条
例

　
　
第
５
条
で
、
市
長
が
特

に
必
要
と
認
め
る
者
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を

想
定
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
児
童
の
保
護
者
以
外
の

親
族
や
支
援
者
等
が
同
行
し

て
の
相
談
、
転
出
等
に
伴
う

自
治
体
間
で
の
相
談
支
援
の

移
管
手
続
な
ど
、
様
々
な
状

況
や
対
応
を
想
定
し
て
い
る
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分)

　
質
疑
な
し

●
令
和
５
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

区
市
町
村
支
援
事
業
補
助
金

の
交
付
額
の
算
定
方
法
に
つ

答問答問答問

い
て
伺
う
。

　
　
健
診
受
診
率
や
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
率
、
介

護
保
険
法
で
定
め
る
住
所
地

特
例
対
象
施
設
が
多
く
所
在

す
る
自
治
体
に
対
し
て
、
住

所
地
特
例
が
適
用
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
よ
る
財
政
負
担

の
不
均
衡
を
緩
和
す
る
た
め

の
施
設
偏
在
割
の
３
項
目
で

算
定
さ
れ
て
い
る
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　
　
令
和
５
年
度
と
比
較
し

て
被
保
険
者
数
は
ど
の
く
ら

い
減
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
予
算
の
積
算
に
用
い
る

１
月
１
日
時
点
の
被
保
険
者

数
の
比
較
で
、
令
和
５
年
度

が
１
万
３
７
１
０
人
、
令
和

６
年
度
が
１
万
３
４
７
６
人

で
２
３
４
人
、
１
・
７
％
減

少
し
て
い
る
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

　
　
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
教
室
の
新
規
希
望
者
が
増

え
て
お
り
、
ほ
ぼ
全
員
が
継

続
を
希
望
す
る
状
況
と
聞
い

て
い
る
。
令
和
６
年
度
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
毎
回
定
員
を
超
え
て
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
な
る
べ

く
偏
り
な
く
利
用
で
き
る
よ

う
、
初
回
参
加
者
を
優
先
に

抽
選
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

介
護
予
防
事
業
全
体
と
し
て

評
価
を
行
い
、
事
業
に
つ
い

て
見
直
し
て
い
く
必
要
も
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
　
保
険
料
率
の
改
定
に
よ

り
、
保
険
料
等
が
ど
の
く
ら

答問答問答問

▲法面対策工事が完了したせせらぎ遊歩道公園を視察

▲建て替えが完了した東福保育園新園舎を視察

府中市議会にて
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理
者
休
業
等
補
償
金
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
福
生
地
域
体
育
館
に
つ

い
て
は
、
通
年
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

会
場
と
し
て
市
が
使
用
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響

を
考
慮
し
て
補
償
す
る
。

　
　
市
営
プ
ー
ル
の
指
定
管

理
者
休
業
等
補
償
金
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
に
係

る
人
件
費
、
消
毒
液
や
マ
ス

ク
等
の
消
耗
品
費
の
ほ
か
、

午
前
・
午
後
の
入
替
制
等
も

行
い
、
当
初
計
画
よ
り
利
用

料
金
が
減
収
と
な
っ
た
た
め
、

そ
の
差
額
を
補
償
す
る
。

議
会
運
営
委
員
会

　
定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
の
取
り
扱
い
等
の
協
議

及
び
議
会
だ
よ
り
の
編
集
を

行
う
議
会
運
営
委
員
会
が
、

閉
会
中
も
含
め
８
回
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

答問答

た
場
合
の
引
き
上
げ
率
を
適

用
し
た
。

●
福
生
市
非
常
勤
の
特
別
職

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
　
報
酬
額
決
定
背
景
と
算

定
の
根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
学
校
医
等
の
報
酬
に
つ

い
て
は
、
西
多
摩
医
師
会
と

の
協
議
に
お
い
て
額
を
改
定

す
る
旨
が
示
さ
れ
た
た
め
、

福
生
市
も
同
様
に
改
定
を
行

う
。
今
回
の
改
定
に
当
た
っ

て
は
、
国
の
人
事
院
勧
告
の

改
定
率
０
・
96
％
を
適
用
し

算
定
し
て
い
る
。

●
福
生
市
会
計
年
度
任
用
職

員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

条
例
13
条
第
１
項「
１

週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
が

著
し
く
少
な
い
者
」と
は
何

か
。
ま
た
、
勤
勉
手
当
の
支

給
要
件
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

条
例
施
行
規
則
に「
１

週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
が

15
時
間
30
分
未
満
で
あ
る

者
」と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
支

給
要
件
に
つ
い
て
は
、
基
準

日
前
１
か
月
以
内
に
退
職
、

死
亡
し
た
職
員
も
支
給
対
象

と
な
る
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
　
福
生
市
の
ラ
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
と
多
摩
地
域
26
市
中

の
位
置
づ
け
、
臨
時
特
例
措

置
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
令
和
５
年
度
の
本
市
の

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
99
・

問答問答問答

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

活
動
か
ら

活
動
か
ら

編
集

後
記

７
で
あ
り
、
26
市
の
順
位
は
、

高
い
ほ
う
か
ら
12
番
目
で
あ

る
。
こ
の
措
置
に
よ
り
、
１

ポ
イ
ン
ト
か
ら
１
・
２
ポ
イ

ン
ト
程
度
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
の
抑
制
効
果
が
あ
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

●
福
生
市
学
校
給
食
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
令
和
５
年
度
末
の
学
校

給
食
費
の
滞
納
見
込
み
額
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
滞
納

繰
り
越
し
分
へ
の
対
応
は
。

　
　
令
和
４
年
度
分
ま
で
が

80
万
円
、
５
年
度
分
の
見
込

み
が
80
万
円
、
合
計
１
６
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
未

納
の
あ
る
保
護
者
に
対
し
て

は
、
催
告
書
を
送
付
し
、
納

付
を
促
す
予
定
で
あ
る
。

●
福
生
市
学
校
給
食
運
営
基

金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
　
条
例
廃
止
後
の
基
金
残

高
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
本
基
金
の
残
額
は
、
そ

の
全
て
を
一
般
会
計
に
繰
り

入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

●
福
生
市
ま
ち
づ
く
り
施
設

整
備
基
金
条
例

　
　
財
政
上
必
要
が
あ
れ
ば

償
還
の
方
法
、
期
間
及
び
利

率
を
定
め
て
福
生
市
都
市
開

発
公
社
へ
貸
し
付
け
で
き
る

と
な
っ
て
い
る
が
、
詳
細
を

伺
う
。

　
　
貸
し
付
け
に
つ
い
て
は
、

償
還
期
間
は
20
年
以
内
、
利

率
は
５
年
ご
と
に
見
直
す
な

ど
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

　
　
地
域
体
育
館
の
指
定
管

問答問答問答問

い
変
わ
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
増

額
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
令
和
６
、
７
年
度
の
保

険
料
の
算
定
で
は
、
均
等
割

が
４
万
６
４
０
０
円
か
ら
４

万
７
３
０
０
円
で
９
０
０
円

の
増
、
所
得
割
率
は
９
・
49

％
か
ら
９
・
67
％
で
０
・
18

ポ
イ
ン
ト
、
１
・
９
％
の
増
、

１
人
当
た
り
平
均
保
険
料
額

は
、
10
万
４
８
４
２
円
か
ら

11
万
１
３
５
６
円
で
６
５
１

４
円
、
６
・
２
％
の
増
と
な

っ
て
い
る
。

総
務
文
教
委
員
会

　
３
月
14
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
９
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
長
等
の
損
害
賠
償

責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
　
地
方
自
治
法
改
正
に
よ

る
条
ず
れ
の
内
容
を
伺
う
。

　
　
公
金
事
務
の
私
人
へ
の

委
託
に
関
す
る
制
度
の
見
直

し
が
あ
り
、
指
定
公
金
事
務

取
扱
者
の
規
定
や
公
金
の
徴

収
の
委
託
の
規
定
な
ど
が
追

加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
条

ず
れ
が
生
じ
た
。

●
福
生
市
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　
改
定
率
を
２
・
９
％
と

し
た
根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
類
似
団
体
と
な
る
人
口

10
万
人
未
満
の
市
の
平
均
額

と
の
差
１
万
３
千
円
増
額
し

答問答問答

　
令
和
６
年
度
福
生
市
一
般

会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
三
つ
の
基
金
の
統
合
に

よ
る
約
68
億
円
が
含
ま
れ
ま

す
が
、
そ
れ
を
除
い
て
も
過

去
最
高
と
な
る
２
８
７
億
４

千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
大

切
な
税
金
で
す
の
で
、
市
民

の
た
め
、
確
実
に
執
行
さ
れ

る
こ
と
を
議
会
と
し
て
も
注

視
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

新
た
に「
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
」と「
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
学
校
給
食
費

が
全
額
公
費
負
担
と
な
る
な

ど
、「
子
育
て
す
る
な
ら　

ふ
っ
さ
」「
こ
ど
も
ま
ん
な

か　

ふ
っ
さ
」の
子
育
て
環

境
が
加
速
し
て
お
り
ま
す
。

　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る「
第

41
回
ふ
っ
さ
桜
ま
つ
り
」が

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
に
は「
横
田
基
地
日
米

友
好
祭
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２

４
」、
６
月
に
は「
第
59
回
福

生
ほ
た
る
祭
り
」、
そ
し
て

７
月
に
は「
第
74
回
福
生
七

夕
ま
つ
り
」が
続
き
ま
す
。

福
生
の
ま
ち
に
も
賑
わ
い
と

活
力
に
あ
ふ
れ
る
季
節
が

や
っ
て
き
ま
す
。

　

議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、

活
発
な
議
論
を
行
い
、更
な
る

活
性
化
を
促
し
、こ
れ
ま
で
以

上
に
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て

身
近
な
も
の
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
３
月
15
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
５
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
東
京
都
と
基
地
周
辺
５

市
１
町
に
よ
る
総
合
要
請
に

つ
い
て

　
令
和
５
年
12
月
に
横
田
基

地
に
関
す
る
東
京
都
と
周
辺

連
絡
協
議
会
が
国
及
び
米
軍

に
提
出
し
た「
令
和
５
年
度

横
田
基
地
対
策
に
関
す
る
要

望
書
」に
つ
い
て
、
内
容
等

の
報
告
が
あ
っ
た
。

２　
東
京
都
が
実
施
し
た
航
空

機
騒
音
調
査
結
果
に
つ
い
て

　
東
京
都
環
境
局
が
例
年
行

っ
て
い
る
横
田
飛
行
場
、
立

川
飛
行
場
等
の
航
空
機
騒
音

調
査
で
、
令
和
４
年
度
の
結

果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

調
査
地
点
で
あ
る
福
生
第
二

中
学
校
は
49
デ
シ
ベ
ル
、
第

五
小
学
校
は
47
デ
シ
ベ
ル
で

基
準
に
適
合
し
て
い
る
。

３　
令
和
６
年
度
防
衛
補
助
事

業
等
の
実
施
予
定
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
８
月
に
市
議
会
、

本
特
別
委
員
会
が
実
施
し
た

防
衛
省
に
対
す
る
要
請
行
動

で
、
要
望
し
て
い
た
事
業
を

は
じ
め
、
市
が
令
和
６
年
度

に
実
施
し
た
い
全
て
の
事
業

が
採
択
の
見
込
み
と
な
っ
た
。

福
生
第
一
小
学
校
、
第
二
中

学
校
な
ど
の
防
音
機
能
復
旧

（
復
機
）工
事
、
第
四
小
学
校

の
空
調
設
備
等
の
改
良
、
熊

川
駅
等
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備

な
ど
。
基
金
へ
の
積
立
は
東

福
生
駅
自
由
通
路
整
備
事
業

な
ど
。

４　
令
和
６
年
度
基
地
関
係

国
予
算
に
つ
い
て

　
国
の
令
和
６
年
度
基
地
関

係
予
算
案
は
、
基
地
周
辺
対

策
経
費
が
１
６
３
３
億
円
、

前
年
度
比
68
億
円
、
４・
３

％
の
増
。
基
地
交
付
金
及
び

調
整
交
付
金
は
、
合
計
額

３
７
５
億
４
千
万
円
で
前
年

度
と
同
額
。

５　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

　
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
再
開

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
３
月
11
日
に
防
衛
省
地
方

協
力
局
、
北
関
東
防
衛
局
の

幹
部
が
市
を
訪
れ
事
故
原
因

等
に
つ
い
て
説
明
。
市
は
よ

り
詳
細
な
事
故
原
因
や
安
全

対
策
、
再
発
防
止
策
な
ど
を

情
報
提
供
す
る
よ
う
申
し
入

れ
た
。
そ
の
後
13
日
に
も
北

関
東
防
衛
局
長
が
福
生
市
役

所
を
訪
れ
市
長
が
説
明
を
受

け
た
が
、
よ
り
詳
細
な
説
明

が
な
く
、
市
長
か
ら
局
長
に

対
し
、
市
民
が
納
得
で
き
る

最
低
限
の
説
明
に
も
な
っ
て

い
な
い
こ
と
を
伝
え
、
よ
り

詳
細
で
具
体
的
な
説
明
を
す

る
よ
う
改
め
て
強
く
求
め
た
。

横
田
基
地
対
策

 

特
別
委
員
会

日 月 火 水 木 金 土
6/2 3 4 5 6 7 8

本会議
午前10時開会

9 10 11 12 13 14 15

常任委員会
午前10時開会

16 17 18 19 20 21 22

議会運営委員会
午前10時開会

本会議
午前10時開会

会期：令和 6 年６月４日～６月 21 日
※会期中に特別委員会が開催される予定です。
※日程は変更になることがあります。

次回定例会【令和６年第２回】のお知らせ（予定）

一般質問一般質問 一般質問 一般質問

　能登半島地震で亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げると
ともに、被害にあわれた皆様に心よりお見舞い申し上げます。
　福生市議会では、被災地における今後の復旧・復興にお役立てい
ただくため、全国市議会議長会を通じ、北信越市議会議長会へ義援
金19万円を送金しました。

能登半島地震災害義援金の
送金について

能登半島地震による被災者支援のため
義援金を送金しました

▲ワクチン接種会場として使用した福生地域体育館


